
平
成
二
十
二
年
版
厚
生
労
働
白
書
に
つ
い
て

成

二
十

二

生
　
労

医
療
、
介
護
、
福
祉
、
雇
用
等
の
各
制
度
が
相
ま
っ
て
国
民

一
人

一
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
「少
子
高
齢
社
会
を
克
服
す
る
日
本
モ
デ
ル
」
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
（
中
学
校
区
あ
る
い
は
小
学
校
区
の
単
位

で
充
実
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
平
成
二
十
二
年
版
厚
生
労
働
白
書
」
で
は
、
「
厚
生
労
働
省
改
革
元
年
」
と
銘

打
ち
、
年
金
記
録
問
題
や
薬
害
肝
炎
問
題
の
反
省
を
踏
ま
え
た

「役
所
文
化
を
変
え

る
」
取
組
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
今
後
、
日
本
が
進
む
べ
き
方
向
と

し
て
新
た
に

「参
加
型
社
会
保
障

（ポ
ジ
テ
イ
ブ

・
ウ

エ
ル
フ
エ
ア
ご

の
考
え
方
を

提
起
し
、
現
時
点
の
検
討
の
状
況
を
示
し
ま
し
た
。
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旨



こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
が
現
金
や
サ
ー
ビ
ス
を

一
方
的
に
給
付
す
る

「消
費
型

・

保
護
型
社
会
保
障
」
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
は

「参
加
型
社
会
保
障

（ポ
ジ
テ
イ

ブ

ロ
ウ

エ
ル
フ
エ
ア
ご

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

「参
加
型
社
会
保
障
」
と
は
、

①
　
労
働
に
参
加
す
る

②
　
地
域
に
参
加
す
る

・
施
設
か
ら
自
宅
に
戻
る

③
　
機
会
の
平
等
を
実
現
し
、
社
会
に
参
加
す
る

④
　
健
康
な
暮
ら
し
に
参
加
す
る

と
い
っ
た

「
４
つ
の
参
加
」
の
流
れ
を
加
速
す
る
社
会
保
障
で
す
。

二
　
社
会
保
障
と
経
済
成
長
は
、　
一
方
を
重
視
す
れ
ば
他
方
が
犠
牲
に
な
る
ト
レ
ー
ド

オ
フ
の
関
係
で
は
な
く
、
社
会
保
障
の
充
実
は
、
格
差
を
縮
小
さ
せ
、
雇
用
を
生
み
、

安
心
感
を
高
め
ま
す
。
「参
加
型
社
会
保
障

（ポ
ジ
テ
イ
ブ

ロ
ウ

エ
ル
フ
エ
ア
ご

の

拡
充
は
、
経
済
成
長
の
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
成
熟
社
会
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
参
加
型



社
会
保
障
そ
の
も
の
で
す
。

〓
一　
し
か
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
生
活
者
の
立
場
に
立
つ
信
用
さ
れ
る
厚
生
労
働
省

で
あ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

国
民
の
声
を
宝
の
山
と
と
ら
え
、
税
金
の
浪
費
を
自
ら
削
る
省
内
事
業
仕
分
け
室

の
設
置
、
人
事
評
価
基
準
の
改
定
な
ど
の
取
組
に
加
え
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
取
組
と

し
て
、
わ
か
り
や
す
い
文
書
支
援
室
や
ア
フ
タ
ト
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
の
設
置
、

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
や
年
金
事
務
所
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
新
た
な
取
組
に
つ
い
て

も
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
初
め
て
厚
生
労
働
省
の
目
標
、
部
局
ご
と
の
目
標
を
職
員
と
と
も
に
立
案

し
、
進
む
べ
き
道
を
示
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
国
民
に
奉
仕
す
る
厚
生
労
働
省
に

生
ま
れ
変
わ
る
べ
く
取
組
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。


